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血縁共同体社会

1

･

ﾝ…77……¨………………………………¨……¨¨T

…….||･.･""1｡‘I･.゜I¶|:il!'･'^　　　　　　　　　　菅波　茂【特定非営利活動法人　AMDA代表】

　　急救援とは時間との格闘技緊

　国際社会には日本人に理解できないものが

数多くある。そのひとつが血縁共同体社会で

ある。「近くの他人よりも遠くの親戚」にすべ

てが凝縮されている。発展途上国はほとんど

が血縁共同体社会である。日本では沖縄だけ

である。沖縄は日本の公共財産である。

　ＡＭＤＡのスローガンは「救える命があれば

どこへでも」である。そして「緊急救援とは時

間との格闘技」である。早ければ早いばど多

くの命を救うことができる。 ＡＭＤＡは2004

年12月26日に発生したスマトラ島沖地震･

津波に襲われたインドネシアのパンダ･アチェ

において12月28日から医療活動を開始でき

た。最初に被災地で活動を開始した医療団体

となった。地震の破壊力（エネルギー）は阪

神大震災の1500倍ともいわれている。被災

地ではほとんどの建物は崩壊し、漁船が数十

メートルも陸地に打ち上げられていた。週休が

ガスで膨張し異様な臭気が満ちていた。マス

クなくして遺は歩けなかった。安置所には子ど

もの遺体がずらっと並べられていた。亡くなっ

た我が子を抱えた母親が半狂乱で泣き叫んで

いた。不条理の世界である。

近い他人よりは達い親戚

　パンダ･アチェはインドネシアの西に位置す

るスマトラ島にある。一方、AMDAインドネ

シア支部のあるマカッサルは中央に位置する

スラウェシ島にある。その間の距離は3000

キロに及ぶ。 ＡＭＤＡインドネシア支部長のタ

ンラ医師に国際電話を入れたのは12月26

目の午後４時だうた。「パンダ･アチェで津波

による大規模災害が発生している。本部から

も医療チームを派遣する。インドネシア支部

も遣やかに医療チームを編成して欲しい」と。

３時間後に電話が入った。「医療チームを編成

した。明朝早くジャカルタ～メタン経由でパン

ダ･アチェの空港に着く予定である」と。驚い

75 KYOIKU HYORON



寄生虫剤を飲む子ども

たことに、南スラウェシ政府が500人以上の

ボランティアを政府負担でパンダ･アチェに送

りこんだ。更に、不可解だったのはタンラ医

師の被災地での行動だった。被災地は紛争地

でもあった。独立アチェ運動（ＧＡＭ）とイン

ドネシア政府軍が長年にわたって戦闘を続け

ている地域だった。海外からの援助団体も政

府軍の監視下か護衛の元に活動をせざるを得

なかった。そして援助が続けられている非常

事態中にも小規模な衝突が報道されていた。

にもかかわらず、タンラ医師は自由に歩きま

わっていた。被はＧＡＭから危害を加えられ

ないという絶対的な自信を持っていた。摩滉

不思議。

　タンラ医師の説明は単純明快だった。「パン

ダ･アチェのスルタンと南スラウェシのスルタ

ンは婚姻関係なのだ。ＧＡＭのメンバーも私

が南スラウェシから来たと言えば危害は加えな

い」と。スルタンとはイスラム世界のリーダー

である。したがって、両地域の住民は血縁共

診察する渡久地医師(タカナ市マハダ村)

同体になる。共同体の論理は二重規範にある。

同じ共同体に所属するメンバーはお互いに助

け合う責任がある。場合によっては義務とな

る。まさに「近い他人よりは遠い親戚」を目

撃した瞬間だった。ちなみに、タンラ医師は

南スラウェシのスルレタンの家系だった。

本で唯一の血縁共同体社会

沖縄

　再度、強調したい。沖縄は日本の公共財産

である。何故なら日本で唯一の血縁共同体社

会であるから。沖縄の慣習や価値観を知るこ

とは発展途上国の慣習や価値観への最良の

補前線となる。日本の最大の不幸は沖縄が観

光地か米軍駐留の視点しか取り上げられない

ことである。沖縄が日本の国際協力の最前線

に位置している貴重な事実が認識されていな

いことである。 ＡＭＤＡ沖縄支部が絶対に守っ

てくれることがある。中南米で自然災害が発
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診察するメヒア医師(タカナ市マハダ村)

生したときには必ずＡＭＤＡ多国籍医師団に

沖縄在住の医療従事者を派遣してくれること

である。 1998年のハリケーン「ミッチ」に襲

われたホンジュラス、2001年のエルサルバド

ル大地震、そして2005年のグアテマラ豪雨

被害などである。なぜか。中南米には沖縄か

らの移民がいるからである。沖縄県は、県と

在住国･地域等との交流の架け橋となる「新ウ

チナー民間大使」を任命している。単なる名

誉職ではない。５年に１回開催されている「世

界のウチナーンチュ大会」に出席したりして求

心力を維持している。地球の裏にいようとも厳

然たる存在感と影響力を確保している。「去る

者は日日に疎し」とは全く縁のない世界である。

　国際理解教育とは英語教育なのか。間違っ

てはいけない。語学はあくまで道具である。

理解とはコミュニケーションである。何を理解

するのか。相互の価値観である。世界の人目

の八割は血縁共同体社会に属している。社会

習慣とは非成文法である｡社会習慣の元になっ

ている価値観を知らずして相互理解はない。

共同体社会では成文法としてのルールはない。

成文法のルールしか理解できなくなっている

現代社会の日本人にとって血縁共同体社会の

掟は見えない。無意識に血縁共同体社会の価

値観を踏みにじる時に、血縁共同体社会の掟

が発動される。掟が形となった時は手遅れで

ある。沖縄は日本人にとって血縁共同体が８

割を構成する国際社会へのパスポートである。

パスポートには記載されている。「これを有す

る国民の保護を貴国に要請する」と。これと

は血縁共同体社会の慣習である。

本の良識は、

時に世界の非常識になりうる

　スマトラ島沖地震・津波被災者救援活動に

はＡＭＤＡ本部と９力国の支部がインドネシア、

スリランカそしてインドの被災地にＡＭＤＡ多

国籍医師団として100人以上のスタッフを

送り込んだ。 ＡＭＤＡが1984年に設立し

て20年目だった。感無量だった。世界にあ

？
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診察に訪れた親子

る29カ国の支部で先進国にして非血縁共同

体社会の国は日本だけである。カナダには

血縁共同体社会からの移民が多数存在する。

ＡＭＤＡ多国籍医師団とは血縁共同体医師団

と言っても過言ではない。人は言うかもしれ

ない。「AMDA多国籍医師団の本部は日本に

あり、目本のお金で勤いているのではないか。

国際社会はお金を出したものが命じる鉄則が

あるではないか」と。日本の良識も世界の非

常識になることもある。「命は地球より重い」

とは日本の神話である。国際社会では命もお

金で買える現実がある。お金で買えないのが

血縁共同体社会の構成員の責任や義務であ

る。掟の世界である。

界は血縁共同体社会の

多重ネットワーク

　ＡＭＤＡはなぜに緊急人道支援において「救

える命があればどこへでも」というスローガン

を掲げるのか。 AMDA多国籍医師団が血縁

共同体医師団であるからである。日本人が理

解できない事実がある。経済格差はお金と物

の動きを促進するだけではない。人の動きを

もっと突き動かすのである。 ＡＭＤＡ多国籍医

師団の視点から見れば世界は血縁共同体社会

の多重ネットワークで覆われている。代表的

なのが華僑、印僑そしてユダヤである。重要

なのは少数民族であればあるほど生存するた

めに必死に世界ネットワークを構築することで

ある。 2006年１月20日、ＡＭＤＡは国連経

済社会理事会ＮＧＯ総合協議資格が内定し

た。国連で政策提言ができる資格である。５

月の経済社会理事会で正式に認定予定であ

る。世界の血縁共同体社会の多重ネットワー

クに対してＡＭＤＡ多国籍医師団に参加するこ

とをお願いするつもりである。不条理の世界に

突き落とされた人たちに対して、「あなたを見

捨てません」という希望へのメッセージを伝え

る緊急人道支援。それを実施する体制を更に

強化するために。

VOL.710　JUNE 2006　72


	page1
	page2
	page3
	page4

